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ｴｱ抜き手順
この手順書では新規搭載や燃料関連部品を交換した時に不可欠なｴｱ抜き作業の手順を
説明します。ｴｱ抜きに関してはNXPR全ｼﾘｰｽﾞ共通です。
ｴｱ抜き不良だと自動点検NGや走行時ｴﾗｰ判定に繋がります。確実なｴｱ抜きを行なって下さい。
ｴｱ抜きを開始する前に下記項目を確認して下さい。
①ﾊﾟｿｺﾝに自動点検がｲﾝｽﾄｰﾙされている事。
②車両側燃料配管のｴｱ抜きが終わっている事。
③FDSﾌﾞﾘｰﾀﾞｰから排出される燃料受けが用意されている事。
※ｴｱ抜きの際、燃料の受けをｷｬｯﾁﾀﾝｸで行うとｷｬｯﾁﾀﾝｸが満杯になり、何回か流す必要が
あります。FDSﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ～車両燃料ﾀﾝｸ口まで届くﾎｰｽを用意するとその手間は省けます。

1）ﾊﾟｿｺﾝのﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟにある＜NCU自動点検起動＞のｱｲｺﾝを選択し、
起動させます。

2）ﾁｪｯｸ項目を確認後、ﾁｪｯｸを入れるのと
協力店ｺｰﾄﾞに4477と入力して＜OK＞を
ｸﾘｯｸして下さい。

3）USBｹｰﾌﾞﾙを用いないでﾊﾟｿｺﾝと
繋いでいる場合はCOM1を、USB
ｹｰﾌﾞﾙを用いている場合はﾊﾟｿｺﾝで
設定されているCOMﾎﾟｰﾄを選択して
＜OK＞をｸﾘｯｸして下さい。

4)自動点検画面が起動します。
＜ｴｱ抜き＞をｸﾘｯｸして下さい。



5)＜ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾀｰﾄ＞をｸﾘｯｸするとﾎﾟﾝﾌﾟが強制的に動きます。
ﾌﾞﾘｰﾀﾞｰから燃料が出てくる事を確認して下さい。
燃料が出てきてから5～10分位ｴｱ抜きを行って下さい。

6)時間経過後、ｴｱの混入が見られない様であれば
＜停止＞をｸﾘｯｸして下さい。

7)ﾎﾟﾝﾌﾟ停止後＜ｴｱ抜きﾓｰﾄﾞ終了＞をｸﾘｯｸして下さい。
ｴｱ抜きが終了です。

8)＜停止＞をｸﾘｯｸする前に＜ｴｱ抜きﾓｰﾄﾞ終了＞を
ｸﾘｯｸすると＜警告＞画面が表示されます。
＜OK＞をｸﾘｯｸ後、＜停止＞をｸﾘｯｸしてから
＜ｴｱ抜きﾓｰﾄﾞ終了＞をｸﾘｯｸして下さい。



ﾃﾞｰﾀ保存手順
この手順書ではNCUが記憶している走行ﾃﾞｰﾀをCSVﾌｧｲﾙ形式で保存する方法を説明
します。走行時に黄色ﾗﾝﾌﾟが一時的に点滅したが、その後は再発しないという不具合に
対してもﾃﾞｰﾀを確認すれば原因の特定が行えます。自動点検と同様に故障原因の特定に
大きな役割を担うものなので確実に行って下さい。ﾃﾞｰﾀ保存前に下記項目を確認して下さい。
①ﾊﾟｿｺﾝの電源が確保されている事
②ﾊﾟｿｺﾝに自動点検がｲﾝｽﾄｰﾙされている事。

1）ﾊﾟｿｺﾝのﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟにある＜NCU自動点検起動＞のｱｲｺﾝを選択し、
起動させます。

2）ﾁｪｯｸ項目を確認後、ﾁｪｯｸを入れるのと
協力店ｺｰﾄﾞに4477と入力して＜OK＞を
ｸﾘｯｸして下さい。

3）USBｹｰﾌﾞﾙを用いないでﾊﾟｿｺﾝと
繋いでいる場合はCOM1を、USB
ｹｰﾌﾞﾙを用いている場合はﾊﾟｿｺﾝで
設定されているCOMﾎﾟｰﾄを選択して
＜OK＞をｸﾘｯｸして下さい。

4)自動点検画面が起動します。
＜ﾃﾞｰﾀ吸い上げ＞をｸﾘｯｸして
下さい。



5)＜ﾃﾞｰﾀ吸い上げ開始＞をｸﾘｯｸして
下さい。

6)＜ﾃﾞｰﾀ保存＞画面が表示されます。ﾃﾞｰﾀ数により
保存時間が前後します。長い場合は10～15分程
掛かります。

7)ﾃﾞｰﾀ保存が終了しました。ﾃﾞｰﾀは自動的に＜自動点検
ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ＞内にCSVﾌｧｲﾙ形式で保存されます。
＜OK＞をｸﾘｯｸして下さい。

ﾌｧｲﾙ名内訳
9A0001→NCUｼﾘｱﾙ
2008_11_01→日付
(13-10-30)→時間

8)＜終了＞をｸﾘｯｸして画面を閉じて
下さい。ﾃﾞｰﾀ保存は完了です。
不具合発生時には自動点検ﾃﾞｰﾀと
ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀの2点をお手数ですが下記
ｱﾄﾞﾚｽ宛にﾒｰﾙ添付で送って下さい。

service@esr-ltd.jp

※販売取扱店様で自動点検ﾃﾞｰﾀを
保存される場合はﾌｧｲﾙの名前を
ﾕｰｻﾞｰ様名、登録ﾅﾝﾊﾞｰ等に変えて
保存する事をお勧めします。



この手順書ではNXPR4-01(いすゞ4H系ｴﾝｼﾞﾝ）とNXPR3-03（日野J07、J08ｴﾝｼﾞﾝ八都県市対応、
三菱6D16、6D17ｴﾝｼﾞﾝ、日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙFE6）の自動点検手順を説明します。NXPR3-01（日野J系
ｴﾝｼﾞﾝ八都県市未対応）とNXPR3-02（いすゞ6HH1ｴﾝｼﾞﾝ）の自動点検手順とは異なります。
ﾊﾟｿｺﾝにて自動点検を開始する前に下記項目を確認して下さい。
①ﾊﾟｿｺﾝの電源が確保されている事
②ﾊﾟｿｺﾝに自動点検がｲﾝｽﾄｰﾙされている事。
③車両及びNXPR装置の燃料配管内のｴｱ抜きが完了している事。
④※緊急停止ｽｲｯﾁのOFF/ONが容易にできる状態である事。
⑤※NXPR出口より後ろの排気配管が外れている事。
※点検目的によっては省略可

1）ﾊﾟｿｺﾝのﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟにある＜NCU自動点検起動＞のｱｲｺﾝを選択し、
起動させます。

2）ﾁｪｯｸ項目を確認後、ﾁｪｯｸを入れるのと
協力店ｺｰﾄﾞに4477と入力して＜OK＞を
ｸﾘｯｸして下さい。

3）USBｹｰﾌﾞﾙを用いないでﾊﾟｿｺﾝと
繋いでいる場合はCOM1を、USB
ｹｰﾌﾞﾙを用いている場合はﾊﾟｿｺﾝで
設定されているCOMﾎﾟｰﾄを選択して
＜OK＞をｸﾘｯｸして下さい。

4)自動点検画面が起動します。
＜自動点検開始＞をｸﾘｯｸして
下さい。

自動点検手順



5)新規搭載時点検もしくは緊急停止ｽｲｯﾁの
点検を要する場合は＜はい＞を、それ以外で
あれば＜いいえ＞を選択して下さい。
この手順書では＜緊急停止ｽｲｯﾁ確認＞有りで
行います。

6)新規搭載時点検はもちろん、排気管の取回し
変更もしくはNXPR本体の構成部品を交換した
場合等、排気抵抗が変わる場合やNCU、ﾌﾛﾝﾄ
圧力ｾﾝｻｰ、ﾘｱ圧力ｾﾝｻｰ等、圧力を検知する
部品を交換した場合は＜はい＞を、それ以外
であれば＜いいえ＞を選択して下さい。
この手順書では＜流量調整＞有りで行います。

7)＜流量調整＞選択画面で＜はい＞を選択
した場合、左記の注意画面が表示されます。
ﾏﾌﾗｰ配管が付いている場合は画面指示通り
に取外して下さい。ﾏﾌﾗｰ配管が外れている
場合は＜はい＞をｸﾘｯｸして下さい。

8)自動点検画面上覧右側に表示されている
車両の＜ｴﾝｼﾞﾝ型式＞とNXPR本体の＜ｼﾘｰｽﾞ＞
が点検車両と相違が無い事を確認して問題が
無ければ＜OK＞を選択して下さい。

9)確認事項が終了しました。
この後から装置本体の点検に入ります。
画面が自動的に進行して行きます。



10)画面指示通りに緊急停止ｽｲｯﾁを目一杯、
押し込んで下さい。この項目ではｽｲｯﾁが押された
状態ではNCUにﾊﾞｯﾃﾘｰ電源が入らないかを確認
しています。中途半端な位置だとNCU電源の絶縁が
できずNG判定になるので必ず、押切った状態で
画面指示が出た後に＜OK＞をｸﾘｯｸして下さい。

11)画面指示通りに手順を踏んで下さい。
手順を誤るとﾊﾟｿｺﾝとの通信はできるが
NCUにﾊﾞｯﾃﾘ-電源が掛からない為、
電圧不良でNG判定となります。

12)異常が無ければ緊急停止ｽｲｯﾁの
点検が終了します。
画面が自動進行していきますので
そのまま、お待ち下さい。

※NXPRﾒｲﾝﾊｰﾈｽがﾊﾞｯﾃﾘ-に接続
されている時は緊急停止ｽｲｯﾁ背面の
端子部にﾊﾞｯﾃﾘ-電圧が掛かっている
ので端子部を車両金属部に接触させ
ない様に注意して下さい。接触すると
NXPRﾒｲﾝﾊｰﾈｽﾊﾞｯﾃﾘ-端子側10A
ﾋｭｰｽﾞ切れの原因になります。



13)この項目ではNCUをｷｰON状態で
制御させﾌﾛﾝﾄ圧力ｾﾝｻｰ（P1)、ﾘｱ圧力
ｾﾝｻｰ（P2)、ﾌﾛﾝﾄ温度ｾﾝｻｰ(T1)、ﾘｱ
温度ｾﾝｻｰ(T2)、燃圧ｾﾝｻｰ、Noｘｾﾝｻｰ
等、各ｾﾝｻｰに通電しｼｮｰﾄ/断線の
点検を行っています。
各ｾﾝｻｰの判定値を下記に示します。

14)この項目ではNCUをｷｰON状態で
ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ、FDS構成部品（ｿﾚﾉｲﾄﾞ、ﾎﾟﾝﾌﾟ）
に通電を行いｼｮｰﾄ/断線の点検を行う
のとﾌﾛﾝﾄ圧力ｾﾝｻｰ、ﾘｱ圧力ｾﾝｻｰの
部品初期個体差による0点ｽﾞﾚ幅を
確認しています。
各補機の判定値を下記に示します。

(ポンプ）51～5999mA範囲外の検知でNG

(P1)-10500～46500Pa範囲外の表示でNG

（Fr、Rr共通）　899℃以上の表示でNG
(P2)-650～3650Pa範囲外の表示でNG

（ソレノイド①、②共通）51～4999mA範囲外の検知でN

ﾌﾛﾝﾄ圧力ｾﾝｻｰ
ﾘｱ圧力ｾﾝｻｰ
温度ｾﾝｻｰ

FDS構成部品

燃圧ｾﾝｻｰ

Noｘｾﾝｻｰ

ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ

（出力）　994ｍV以上の表示でNG
(信号）　201～799ｍV範囲外の表示でNG

　2000mA以上の検知でNG

-49～899Pa範囲外の表示でNG　
(ﾋｰﾀｰ）　1500ｍV以上の表示でNG　



15)画面指示通りにｴﾝｼﾞﾝを始動して
下さい。この項目ではｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時の排気
抵抗と排気温度を各圧力ｾﾝｻｰと各温度
ｾﾝｻｰで検知し、NCUに認識させてます。

16)画面指示通りにｱｸｾﾙを踏込んで
下さい、。ｱｸｾﾙの踏込みはｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙが
ｽﾄｯﾊﾟｰに当るまで踏込み、画面指示が
出るまで保持して下さい。踏込みが甘かっ
たり、指示前にｱｸｾﾙを緩めるとNG判定に
なる可能性があります。

17)この項目ではﾘｱﾏﾌﾗｰを外してあるので
ﾘｱﾏﾌﾗｰ抵抗が無い状態でｱｸｾﾙ踏込時の
排気抵抗と排気温度を各圧力ｾﾝｻｰと
各温度ｾﾝｻｰで検知し、NCUに認識させて
ます。各ｾﾝｻｰの判定値を下記に示します。

※車両冷機時に自動点検を行うとﾘｱ温度ｾﾝｻｰが温まりにくいのでNGになりやすいです。
NGが出た時は＜項目の最初からやり直す＞を選択し、もう一度、実施して下さい。

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時とｱｸｾﾙを踏み込んだ時の温度差が4℃未満でNG。ﾘｱ温度ｾﾝｻｰ

ﾌﾛﾝﾄ圧力ｾﾝｻｰ
ﾘｱ圧力ｾﾝｻｰ

ﾌﾛﾝﾄ温度ｾﾝｻｰ

P1測定値で1000Pa以上の圧力差が出なければNG。
P2測定値100Pa以上の圧力差が出なければNG。
130℃以上でこの項目が開始されるので130℃以上を表示



18)画面指示通りにｷｰを一度OFFにして、すぐONに
して下さい。ｷｰOFF時間が長いと通信ｴﾗｰが表示
され最初からやり直しになります。
ｴﾝｼﾞﾝ停止、ｷｰON状態でﾘｱﾏﾌﾗｰを取付けて
下さい。取付後、＜OK＞をｸﾘｯｸして下さい。

19)画面指示通りにｴﾝｼﾞﾝを始動
させて下さい。

　　　
　　　

20)画面指示通りにｱｸｾﾙを踏込んで
下さい。先程と同様に目一杯、踏込
んで下さい。踏込みが甘かったり、
指示前にｱｸｾﾙを緩めるとNG判定に
なる可能性があります。

21)この項目ではNPRﾘﾔﾏﾌﾗｰ配管が
有る時と無い時の排気抵抗差を算出して
燃料噴射制御の基本となる流量補正を
行っています。流量補正が正確に行われ
ないと燃費の悪化や白煙過多の原因に
繋がります。



22)車両側及びNXPR燃料配管内のｴｱ抜きが
未実施の場合はｴｱ抜きを実施して下さい。
ｴｱ抜きが実施済の場合は＜OK＞をｸﾘｯｸして
下さい。

23)この項目では燃料配管内の圧力と
燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ作動時の電流により燃料配管
内のｴｱ混入や詰まりを確認しています。
過度のｴｱ混入時には共に低く、詰まりの
場合は高くなります。
判定基準値を下記に示します。

燃圧　220～350kPa範囲外の表示でNG
ポンプ電流　2000mA以下の表示でNG

24)この項目ではFDS構成部品の燃料
ﾎﾟﾝﾌﾟやｿﾚﾉｲﾄﾞが作動している時として
いない時の燃圧差を確認しています。
燃圧差が120ｋPa以上になるとNG判定に
なります。
燃料関連の点検が終了すると自動進行
でNoｘｾﾝｻｰの作動確認に入ります。

25)全補機の動作確認が終了しました。

※画面下から2行目ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰﾁｪｯｸの
判定値は20kPaを超えれば自動点検NG
にはなりませんが40kPa以下の場合、
ｴｱ抜き不足が考えられます。この場合、
自動点検をｸﾘｱしていても燃料配管内に

　　 ｴｱ溜りの存在が考えられるので時間
経過後のｴﾝｼﾞﾝ始動もしくはNXPR用
ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ作動時にｴﾗｰ（ec=9 ｲﾝｼﾞｪ
ｸﾀｰ詰り）にかかる可能性があります。
お手数ですが自動点検終了後に再度、
ｴｱ抜きを実施して下さい。



26)画面指示通り運転席付近にある
ｲﾝｼﾞｹｰﾀの緑ﾗﾝﾌﾟ脇にある凹部分を
ﾍﾟﾝ先等で黄・緑ﾗﾝﾌﾟが点滅するまで
長押しして下さい。

27)ﾗﾝﾌﾟの同期点滅を確認できたら＜OK＞を
ｸﾘｯｸして下さい。

28)ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰﾗﾝﾌﾟの点検は終了です。
次に画面が自動進行しますので
そのままにして下さい。



29)各圧力ｾﾝｻｰの0点ｽﾞﾚを補正してます。終了
するまで他のﾊﾟｿｺﾝ操作はしないで下さい。

30)自動点検ﾃﾞｰﾀを残す為に＜保存＞を選択
して下さい。＜保存＞を選択した場合は＜自動
点検ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ＞内にCSVﾌｧｲﾙ形式で自動保存
されます。

ﾌｧｲﾙ名内訳
9A0001→NCUｼﾘｱﾙ
2008_11_01→日付
(13-10-30)→時間

31)自動点検が終了しました。＜終了＞を
ｸﾘｯｸし、画面を閉じて下さい。
自動点検完了です。

※新規搭載時には自動点検ﾃﾞｰﾀのみを不具合発生時には自動点検ﾃﾞｰﾀとﾛｸﾞﾃﾞｰﾀの2点を
お手数ですが下記ｱﾄﾞﾚｽ宛にﾒｰﾙ添付で送って下さい。

service@esr-ltd.jp

※販売取扱店様で自動点検ﾃﾞｰﾀを保存される場合はﾌｧｲﾙの名前をﾕｰｻﾞｰ様名、登録ﾅﾝﾊﾞｰ
等に変えて保存する事をお勧めします。



自動点検ｴﾗｰ

ﾘｾｯﾄ

NGを検知した時に表示されます。適切な方法を選択後、
＜OK＞をクリックする。

①＜点検を中断する＞
通信不良、画面ﾌﾘｰｽﾞ等で自動点検が進行しなくなった
場合や車両ｷｰONを停止させたい時等に選択して下さい。
再度、最初から点検をやり直して下さい。
②＜そのまま継続する＞
自動点検中にｴﾗｰ検知をした後、表示された時に選択して
下さい。ｴﾗｰ検知直後に点検を中断すると不具合が重複
している場合、表示がされなくなります。
③＜項目の最初からやり直す＞
自動点検中にｴﾗｰ検知をした後、表示された時に選択して
下さい。2、3回繰り返しても改善されない場合はその部位が
故障している可能性があります。＜そのまま継続する＞を
選択して、自動点検を進めて下さい。

1)通信ｴﾗｰ

NCUとﾊﾟｿｺﾝの通信不能時に表示します。この
ｴﾗｰが出たら画面指示通りの手順を実施して
下さい。再起動する前に下記項目を確認して下さい。

①通信ｹｰﾌﾞﾙは接続されているか？
②ｷｰONになっているか？
③通信ﾎﾟｰﾄの選択に誤りはないか？

　　　　　　　　　　　　　 ④緊急停止ｽｲｯﾁは押されていないか？
⑤ﾊﾞｯﾃﾘｰ直後のﾋｭｰｽﾞに断線はないか？
⑥IG信号の取り出しに不備はないか？

2)ﾀｲﾑｱｳﾄｴﾗｰ

自動点検画面で指示が出たが、一定時間以上
その指示が実行されなかった時に表示します。
＜OK＞をｸﾘｯｸするとﾘｾｯﾄ画面が表示されます。
＜項目の最初からやり直す＞を選択し＜OK＞
をｸﾘｯｸするとｴﾗｰ直前の状態から再開します。




